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文部科学白書　平成３０年度
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絶対に人に見せてはいけない日野市の職員手帳
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● 新規購入図書紹介

地　方　自　治　・　地　方　行　政

小島　卓也 学陽書房働き方改革時代の行政の業務改革戦略

筧 祐介

日野の魅力発見職員プロジェ

クトチーム
東邦出版

内閣府（編） 勝美印刷

文部科学省（編） 日経印刷

ゼンリン全国「道の駅」連絡会道の駅旅案内全国地図　２０１９年度版

初めまして。９月から議会図書室担当となりました。
不慣れなことばかりですが頑張りたいと思いますので、よろしくお願いします。

朝夕少し涼しくなってきましたが、日中はまだまだ暑い日が続いていますね。
さて、９月と言えば稲刈りの時期で、待ちに待った新米の季節です。私の家では、毎年知り合いの農

家さんから玄米を買っています。農家さんから「お米がとれたよ！」と声がかかるのが待ち遠しいです。

真っ白、ふっくら、つやつやの炊きたての新米を味付け海苔で食べるのが一番好きなのですが、まず
は、残っている古米から食べなくてはいけません。

そこで、そんな古米をおいしく炊き上げるため、私の家では、お米３合に対して料理酒とみりんを大
さじ１杯程度入れています。古米でもふっくらと炊き上がり、おいしくなるのでおすすめです。

この方法以外に、サラダ油やごま油を加えたり、炭を入れて炊くなど、身近なものを使って古米をお
いしく炊く方法はいくつかあります。

皆さんもぜひ一度試してみてはいかがでしょうか。

食欲の秋！旬の食材を食べて、秋の味覚を満喫した
いですね。


